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Ⅰ．巻頭言

いのちの電話事務局の移転 旭川いのちの電話 相澤 裕二

一昨年の２０２３年初秋の９月、それまで市の厚意により使用させていただいて

いた５条庁舎を２０２５年年度末までに移転するように突然知らせが入りました。

本来は２０２９年度末の予定であったと聞いておりましたが２年早まってのこと

でした。それから紆余曲折（艱難辛苦？）あって２０２５年３月１５日旧事務局か

ら引っ越し、３月１８日再び相談電話を無事再開することができました。旭川い

のちの電話としては三上運営委員長、松島事務局長を筆頭に匿名の名前を記せ

ない相談員の志によって何とか期限内の転居が可能になりました。電話による

対話に神経をすり減らす相談員にとって普段使用する電話ブースの環境は心が

落ち着く安全な場所である必要性があります。限られた時間と予算の中で必ず

しも充分とは言えない新しい環境への適応を強いられる多くの無言の相談員の

努力と忍耐に理事長として身内ながら静かに深く感謝しつつ感動しているとこ

ろです。

さて事務局移転に際しましては今津寛介旭川市長を始めとした旭川市役所の

関係者の皆様、高橋英俊旭川市議会議員、直江寿一郎旭川精神医学研究会会長

と各会員の精神科医の皆様（以上敬称略）には言葉では表しきれない御高配後

支援を賜りました、深謝申し上げます。今後のいのちの電話の活動によって御

恩をお返しする決意をお伝えするとともに、いのちの電話は収益事業ない福祉

法人でありますので大変厚かましく思いますが、今後の引き続き御支援をお願

い申し上げます。

この一年は当事務局の移転だけでなく、トランプ大統領の再選による関税操

作外交、ロシアのウクライナ侵攻、拡大するイスラエルのガザ攻撃、終焉しな

い新型コロナ感染症、物価高騰と米の価格の高止まりなど挙げれば切りがない

ほど問題が山積し、不安材料は加速度的に増大しているように感じられます。

４月に連載を終了した新聞小説「最後の一色」（和田竜）が読み切れず中央

図書館に通って読んでいますが、まだ読み終わりません。そうやって少し前の

新聞を開いていると当時のその時の新聞の読み方と、後になって読むのとでは

随分違うのに気付きました。私の場合は読み落としていることがとても多く、

読み返して新鮮な驚きを改めて得ています。暗い世相の中で、忘れかけていた

原水協のノーベル平和賞の記事は再び深い感動を与えてくれました。新聞さん

有難う。
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Ⅱ．活動状況
１．運営委員会

（１）いのちの電話の目的に沿った相談業務を維持・推進するため、各活動部

会・相談員などから提起される課題について討議し、組織の円滑な運営

を図ることに務めた。

（2）運営委員会は、毎月第１火曜日に開催した。

２．総務部

［１］財務・事業担当部会

京都カルテットのチャリティーコンサートを12月に実施した。会場は、真

宗大谷派旭川別院で行う。（来年度のコンサート実行委員会を開き、出場者と

日程、会場を決定した。）

新聞一面広告の協賛金は昨年並みとなった。新聞以外に有効な広告手段があ

るか、意見を求めていく。

Ａｉｄショップでは、カレンダーの売上が減少したが寄付金に充てる事が出

来た。ショーケース内の物品とハンガーに掛けてある衣類については、出品者

が少なく買い手もほとんどいなかったので、事務局引越しの際に展示を止めて

様子を見ることにした。

旭川いのちの電話後援会の活動を活発化するため、役員の人選などの検討を

継続していく。

［２］広報担当部会

外部広報紙の作成と、内部広報紙Ａｉｄ－Ｎｅｗｓの作成を主な活動としま

した。

①外部広報紙を年２回発行しました。６月１４５号、１２月１４６号

～広報紙を発行することで、旭川いのちの電話の活動を後援会員の方々や

一般市民の方々へ伝える機会となりました。

②内部広報紙Ａｉｄ－Ｎｅｗｓを毎月発行しました。４９２号～５０３号

～内部広報紙を発行することで、相談員と専門職に必要な情報を伝えまし

た。

また、文章を通して様々な考えを知ることや交流の機会になりました。
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３．相談部

［１］相談担当部会

①実働相談員数 ９０名

・２０２４年 辞退者 １２名

・２０２４年 休務者 ５名

・２０２４年 新相談員 ７名

②１年間の活動内容

・４月 年間業務計画の確認

・５月 資料整理

・１１月 更新面接計画・休務者の名簿作成・ＳＶ未実施者の名簿作成

・１２月 専門職への依頼文書送付、スーパービジョンチェック表作成

各レターケースに更新面接書類を配布

・１月 更新面接についてＡｉｄニュースに掲載

休務者７名に休務届送付

・２月 業務報告書作成・来年度活動日程について

・３月 更新面接集計

③毎月行っている業務：ＳＶチェック、辞退者・休務者の確認

［２］養成担当部会

１．第４５期電話相談員養成

（1）第４５期公開講座

６月８日 ６月１５日 ６月２２日 ６月２９日 計４回

一般参加者８５名 相談員５５名

（2）面接 ７月１９日 ７月２０日 ７月２３日

（3）第４５期電話相談員養成講座第二課程

８月１日 １３名で開講

（4）面接 ２０２５年２月２４日

（5）第二課程終講式 ２０２５年３月１３日（月）

受講生７名に修了証書

受講生６名、専門職４名、支援相談員７名、事務局６名、

養成担当部会員６名 計２４名が出席

会 場 ときわ市民ホール４Ｆ多目的ホール

（6）センター訪問 ３月２８日 ３月２９日 計５名終了

１名は４月３日予定
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２．養成講座等実施に伴う業務

（1）養成講座各回の会場作り、受付、受講生のサポートその他

（2）講座に関わる文書、講師、支援相談員依頼等

（3）公開講座、養成講座各回の役割分担

（4）講座修了後の振り返り

（5）次年度４６期電話相談員養成に関わる募集及び講座内容の検討等

３．その他

（1）部会会議

５月１３日 ７月８日 １０月３日 １月２９日 計４回

①公開講座の役割分担、募集方法等

②振り返り、講座の役割分担

③講座振り返り、終講式役割分担等

④第４６期に向けての講座、講師等の検討

⑤チラシ配布お願い等
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［３］研修担当部会

（1）相談員の資質向上と相談業務の充実を図るために、次の研修を実施した。

【継続グループ研修】（必修） 年間１０回〔１０グループ〕

・専門職担当 ４グループ

・支援相談員（２人体制）担当 ３グループ

（※全相談員各グループに所属する）

【全体研修】（必修） ２回

第１回全体研修

日 時 ２０２４年７月６日（土）１３：３０～１６：３０

場 所 旭川市民文化会館２階第２会議室

テーマ 「相談員の倫理」

～『相談員の手引き』をもとに気になっていること再確認する～

参加者 ５３名

第２回全体研修

日 時 ２０２４年１１月２４日（日）９：３０～１２：００

場 所 旭川市障害者センター「おぴった」２階 会議室Ａ

テーマ 「生きる意味～わかっちゃいるど…」

講 師 兩瀬 渉専門職（好蔵寺住職）

参加者 ５９名

【宿泊研修】（必修）

日 時 ２０２４年１０月１２日（土）１４：００～２０：００

１０月１３日（日）９：００～１２：００

場 所 ときわ市民ホール、勤労者福祉会館

テーマ 「ムズカシイ電話をどう受ける」

講 師 有田モト子 氏（横浜いのちの電話スーパーバイザー）

参加者 ５３名

【企画研修】 ３回

第１回企画研修（市民公開講座）

日 時 ２０２４年６月２日（日）１３：３０～１６：３０

場 所 旭川大雪クリスタルホール 大会議室

テーマ 「動物から学ぶいのちの大切さ

講 師 坂東 元 氏

参加者 ５９名
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第２回企画研修

日 時 ２０２４年９月１４日（土）１３：３０～１６：００

場 所 ときわ市民ホール１０１号室

テーマ 「危機介入」自殺予防電話・フリーダイヤル

～相談員の品格と資質～

講 師 大西 蓮 氏

（認定ＮＰＯ法人自立サポートセンターもやい理事長）

参加者 ４４名

第３回企画研修

日 時 ２０２５年２月８日（土）１４：００～１６：００

場 所 ときわ市民ホール２階サークル室

テーマ 「ナラティブ音楽療法～『対話・笑い・歌』～」

講 師 大湊 幸秀 氏

参加者 ４２名

【支援相談員・専門職宿泊研修】

日 時 ２０２４年８月２４日（土）１３：００～

２５日（日）～１６：００

場 所 ２４日 旭川市勤労者福祉会館 参加者 ４２名

２５日 ときわ市民ホール 参加者 １２名

テーマ 「聴ける相談員を目指して」～「聴くとは」～

講 師 横田 雅史 氏（旭川いのちの電話設立準備委員・訓練員）

（2）【外部研修】

◎日本電話相談学会第３７回大会 オンライン研修

期 日 ２０２４年１１月２３日（土）～２４（日）

テーマ ひん回通話者を考える

参加者 １名

◎日本いのちの電話連盟 研修担当者の研修会（オンライン）

期 日 ２０２４年１２月１日（日）

テーマ 「各センターの現況、苦情電話について」

参加者 ３名

◎日本いのちの電話連盟

全国電話相談員オンライン交流会２０２４

日 時 ２０２５年２月１４日（金）

参加者 １名
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◎日本いのちの電話連盟

全国電話相談員オンライン会議

期 日 ２０２５年３月８日（土）

テーマ 「本音で語ろう」

参加者 １名

（3）【部会】

定例 第１金曜日 １４：００～１６：００ １２回

臨時部会（継続研修グループ作成の打合せ・宿泊研修準備等）

３回 合計１５回

［４］研究担当部会

①図書室の整理

・寄贈の書籍の分類・整理

②書籍整理の結果、古書などの書籍を処分（相談員が希望すれば差し上げた）

③センター移転のための準備に伴う書籍の分類と移動

④その他

・「社会資源台帳」・「相談員の手引き」の内容精査

⑤定例部会

・第３木曜日（隔月）の１０：００～１２：００ ８回（臨時部会含む）
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４．事務局
（1）会計、統計など事務全般を担い、運営・相談業務の円滑化に努めた。

（2）各活動部会の作業と連携を図り、諸活動の円滑化に努めた。

（3）日常的に相談員のケアに努めた。

（4）公開講座を厚生労働省自殺防止補助事業の一環として企画・計画し実施

した。

（5）事務局の体制

①事務局長１名 事務局員６名

②時間帯 月～水曜日 ８：３０～１７：００

木・金曜日 ８：３０～１９：００

土・日曜日 ８：３０～１３：３０（祭日なども同様）

（6）毎月第４火曜日に事務局会議開催

※このたび旭川いのちの電話事務局拠点を３月１５日より旭川水道局内に

移転しました。

移転先住所 〒０７０－８５４１

旭川市上常盤町１丁目１８７０－５７旭川水道局内

TEL（０１６６）２５－２１４３ FAX（0166）２４－８９２７

E-mail aid@bz01.plala.or.jp

５．専門職
（1）相談業務のスーパービジョンを支援相談員と共に担当する。

（2）相談員の養成講座及び継続研修、支援相談員養成研修に講師・助言者と

して関わる。

（3）支援相談員会と協力し「旭川いのちの電話」の活動の発展、相談員の資

質の向上について務める。

（4）「旭川いのちの電話」の各種活動部会に参加する。

（5）外部からの「旭川いのちの電話」への講師派遣依頼に応じる。

＊この数年間の専門職の減少により、相談員へ援助・協力の機能が十分に

果たせない状況になっている。そのため教育・宗教・社会・福祉・精神

保健などの分野・領域に関わっている専門家の人材発掘に、引き続き努

力している。

（6）毎月第２水曜日に専門職会議をしている。



－9－

６．支援相談員会

（1）支援相談員会開催 毎月第１木曜日 １８：３０～

・支援相談員のあり方に関する共通認識「確認及び情報交換」

・５月２日研修

講 師 旭川いのちの電話専門職 井手 正吾 氏

研修内容 「スーパービジョンとロールプレイについて」

・８月１日研修

講 師 旭川いのちの電話専門職 齋藤 智 氏

研修内容 「バイジーとしての心構え」

・１１月７日研修

講 師 旭川いのちの電話専門職 齊藤 開 氏

研修内容 「ＳＶとしての心構え」

（2）支援相談員・専門職二日間研修

・２０２４年８月２４日（土）～８月２５日（日）

会 場 勤労者福祉会館大会議室（一日目）

ときわ市民ホール（二日目）

講 師 横田 雅史 氏（旭川いのちの電話設立準備委員・訓練委員）

一日目 テーマ 「聴ける相談員をめざして」

～聴くとは 何を？どこを？～

二日目 テーマ 「支援相談員としてブラッシュアップを図るために」

（3）養成講座ではロールプレイの時に、専門職と共に関わる。

第３課程実習でも、スーパービジョンと養成研修に関わる。

（4）継続研修 ３グループ担当
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２０２４年度 事 業 報 告
２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日

事 業日月
フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」 ９：００～２１：００ 厚生労働省補助事業毎月１０日
運営委員会：各担当部会（広報・相談・研修・研究・専門職・支援相

談員・相談員会・事務局）月１回定例会議
毎月第１火

第４５期相談員養成公開講座募集開始１４

相談員会懇親会 ときわ市民ホール１３

北海道ブロック会議：会場（旭川いのちの電話事務局）２０

市民公開講座：「動物から学ぶいのちの大切さ」２６

講 師：旭山動物園 統括園長 坂東 元氏 参加者（２０４名）

第９８回理事会３

第４５期相談員養成公開講座
参加者（１回目３２名・２回目１９名・３回目２１名・４回目１３名）

８・１５・２２・２９

能登半島震災支援オンライン研修 参加者（１６名）１２

能登半島震災支援電話相談開始２０

第７９回評議員会２０

相談員会総会・茶話会 ときわ市民ホール２２

日本いのちの電話連盟事務局長会議出席２９
旭川ロータリークラブ主催チャリティーゴルフ大会

寄付金（１５万円）贈呈式 理事長出席３０

第１回全体研修：「相談員の倫理」手引きを基に気になること再確認１７

市民文化会館会議室 参加者（５３名）

外部広報紙１４５号 １,０００部発行３

第４５期相談員養成講座面接１９・２０

日本いのちの電話連盟広報担当部会オンライン研修 参加者（３名）２２

庁舎実行委員会第１回開催２３

第４５期相談員養成講座開講式 参加者（１３名）２９

支援相談員・専門職 二日間研修 参加者（１日目４２名 ２日目１３名）２４・２５８

「聴ける相談員を目指して」～聴くとは～「何を？」「どこを？」

講 師：横田雅史先生（院内学級担当者の会）
第４５期相談員養成講座二日間研修：感受性訓練

講 師：専門職 井手正吾先生７・８９

企画研修２回目：「危機介入」自殺予防電話 フリーダイヤルについて
講 師：大西連先生 参加者（４４名）

（認定ＮＰＯ法人自立サポートセンターもやい理事長）
１４

トライアルフリーダイヤル（一日のみ）１４

連盟事務局会議（オンライン）１０１０
相談員二日間研修：「ムズカシイ電話相談をどう受けるか」

講 師：有田モト子先生 参加者（５１名）
１２・１３

能登半島震災支援電話相談実施（相談員１名対応）１９

旭川市自殺予防ネットワーク会議２６

北海道ブロック会議（理事長・運営委員長・事務局長参加）１６１１

連盟オンライン研修「自殺予防」：相談員１名参加２４
全体研修：「生きる意味～わかっちゃいるど」 参加者（５０名）

講 師：好蔵寺住職 兩瀬 渉氏２４

第９９回理事会２５

連盟研修担当研修（オンライン） 理事長・研修部２名参加１１２

チャリティーコンサート（旭川別院） 参加者（１３０名）８

「花と名曲」いのちの奏でるコンサート

第８０回評議員会１７

外部広報紙１４６号 １,０００部発行２１

上川中部自殺対策連絡会議出席２４１

旭川市自殺対策ネットワーク会議出席３２

企画研修：「音楽療法とは」大湊幸秀講師 参加者（４２名）８

全国相談員交流（１回目）オンライン 参加者（１名）１４

２月～３月 ２０２５年度更新面接（契約書提出）

全国相談員交流会（３回目）オンライン研修 参加者（１名）８３

第４５期相談員養成講座終講式（６名）１０

トライアルフリーダイヤル（自殺予防週間事業）Ａ帯のみ実施１１～１３

庁舎引っ越し１５

北海道自殺対策連絡協議会（札幌）２５

社会福祉法人 旭川いのちの電話
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２０２４年度 統 計
（２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日）

一日平均相談件数
２８.６件

１００％
５６０男性総件数

１００％
５,７８１男性

１０,４３４年代 ３２３女性８８７４,６２６女性
４その他２２その他

０.０
０男性

００.０
２男性

２９歳以下 ０女性０女性
０その他０その他

１.６
１４男性

１４２.２
２１０男性

２２９１０ 代 ０女性１８女性
０その他１その他

３.５
１６男性

３１６.０
４８３男性

６２７２０ 代 １５女性１４４女性
０その他０その他

１３.１
６２男性

１１６１３.２
８２８男性

１,３８１３０ 代 ５３女性５４６女性
１その他７その他

４３.３
３１２男性

３８４２８.８
１,８５９男性

３,０００４０ 代 ７１女性１,１３８女性
１その他３その他

２４.７
１１３男性

２１９２８.１
１,４６４男性

２,９３７５０ 代 １０４女性１,４６６女性
２その他７その他

９.６
３４男性

８５１７.０
７４８男性

１,７７２６０ 代 ５１女性１,０２３女性
０その他１その他

３.８
９男性

３４４.３
１７９男性

４４６７０ 代 ２５女性２６５女性
０その他２その他

０.５
０男性

４０.３
８男性

３５８０代以上 ４女性２６女性
０その他１その他

０.０
０男性

００.０
１男性

５不 明 ０女性１女性
０その他３その他

実行中予告危険念慮
１００％

５６０男性総件数
１００％

５,７８２男性総件数
項 目

３１４２５８４６
３２３女性

８８７
４,６２７女性

１０,４３４
４その他２７その他

０５２１６７
３１.８

１７４男性
２８２３２.７

１,８９０男性
３,４０７人 生 １１７９７１０６女性１,５０７女性

０００２２その他１０その他
００２３

１.１
５男性

１００.５
３５男性

５０
思想・

人権
０００５５女性１５女性
０００００その他０その他
０００１５

２.３
１５男性

２０３.３
１８６男性

３４８職 業 ０００５５女性１６２女性
０００００その他０その他
００１１０

２.３
１１男性

２０１.５
９６男性

１５４経 済 ０００９９女性５８女性
０００００その他０その他
０１０１６

５.６
１７男性

５０９.８
４６２男性

１,０２１
家 族

（親族含）
０１１２９３１女性５５７女性
０００２２その他２その他
０１３１３０

１５.７
１３４男性

１３９６.２
４４１男性

６４５夫 婦 ０００５５女性２０４女性
０００００その他０その他
００００

０.０
０男性

００.２
１５男性

２２教 育 ０００００女性６女性
０００００その他１その他
０００１５

３.７
１５男性

３３８.１
２８６男性

８４６対 人 ０１０１７１８女性５６０女性
０００００その他０その他
０２０４４

６.３
４６男性

５６４.５
３３４男性

４７１男 女 ０００１０１０女性１３６女性
０００００その他１その他
００１２４

６.１
２５男性

５４７.７
４７８男性

８０３身 体 ０１０２８２９女性３２３女性
０００００その他２その他
０１４１０９

２３.８
１１３男性

２１１１７.２
９１９男性

１,７９０精 神 ２０４９２９８女性８６９女性
０００００その他２その他
０００１

０.７
１男性

６１.１
５６男性

１１０情 報 ０００５５女性５４女性
０００００その他０その他
０００４

０.７
４男性

６７
５８４男性

７６７その他 ０００２２女性１７６女性
０００００その他７その他

２．年 代 別 ≪自殺傾向 ８.５％≫

１．内容別・段階別 ≪自殺傾向 ８.５％≫ ≪危険度≫
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資 金 収 支 計 算 書
（自）２０２４年４月１日 （至）２０２５年３月３１日

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）

備 考差 異決 算予 算勘 定 科 目

１,６４５,７７０４,４２２,２３０６,０６８,０００経常経費寄附金収入

収

入

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

０１,９４２,０００１,９４２,０００補助金収入

２３,０９５６６,９０５９０,０００受取利息配当金収入

△４２,６３９１,９４２,６３９１,９００,０００その他の収入

１,６２６,２２６８,３７３,７７４１０,０００,０００事業活動収入計

△４２０,８９１４,９０８,８９１４,４８８,０００人件費支出
支

出

△１３７,０１４５６１,０１４４２４,０００事業費支出

１,５３０,９００３,５５７,１００５,０８８,０００事務費支出

９７２,９９５９,０２７,００５１０,０００,０００事業活動支出計

６５３,２３１△６５３,２３１０事業活動資金収支差額

収

入
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

０００施設整備等収入計

△５,１５１,８５０５,１５１,８５００固定資産取得支出

支

出

△５,１５１,８５０５,１５１,８５００施設整備等支出計

５,１５１,８５０△５,１５１,８５００施設整備等資金収支差額

△６,０００,０００６,０００,００００積立資産取崩収入
収

入

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

△６,０００,０００６,０００,００００その他の活動収入計

支

出
０００その他の活動支出計

△６,０００,０００６,０００,００００その他の活動資金収支差額

０
－

０
予備費支出

０

△１９４,９１９１９４,９１９０当期資金収支差額合計

０３,８３２,７８９３,８３２,７８９前期末支払資金残高

△１９４,９１９４,０２７,７０８３,８３２,７８９当期末支払資金残高
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事 業 活 動 計 算 書
（自）２０２４年４月１日 （至）２０２５年３月３１日

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）

増 減前年度決算当年度決算勘 定 科 目

△３２８,４０４４,７５０,６３４４,４２２,２３０経常経費寄附金収益
収

益
サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

０１,９４２,０００１,９４２,０００補助金収益

４４５,３８９１,４９７,２５０１,９４２,６３９その他の収益

１１６,９８５８,１８９,８８４８,３０６,８６９サービス活動収益計

△６９,５２２４,９７８,４１３４,９０８,８９１人件費

費

用

△５９,９５２６２０,９６６５６１,０１４事業費

△５８０,５３０４,１３７,６３０３,５５７,１００事務費

△２３８,５９９２３８,５９９０補助金返還費

△７８,７０８３８３,９０１３０５,１９３減価償却費

△１,０２７,３１１１０,３５９,５０９９,３３２,１９８サービス活動費用計

１,１４４,２９６△２,１６９,６２５△１,０２５,３２９サービス活動増減差額

６,６３６６０,２６９６６,９０５受取利息配当金収益
収

益

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

６,６３６６０,２６９６６,９０５サービス活動外収益計

４,５０００４,５００支払利息
費

用
４,５０００４,５００サービス活動外費用計

２,１３６６０,２６９６２,４０５サービス活動外増減差額

１,１４６,４３２△２,１０９,３５６△９６２,９２４経常増減差額

収
益特

別
増
減
の
部

０００特別収益計

３４６,４３７０３４６,４３７固定資産売却損・処分損費

用 ３４６,４３７０３４６,４３７特別費用計

△３４６,４３７０△３４６,４３７特別増減差額

７９９,９９５△２,１０９,３５６△１,３０９,３６１当期活動増減差額

△２,１０９,３５６７,０２４,１６７４,９１４,８１１前期繰越活動増減差額
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

△１,３０９,３６１４,９１４,８１１３,６０５,４５０当期末繰越活動増減差額

０００基本金取崩額

６,０００,００００６,０００,０００その他の積立金取崩額

０００その他の積立金積立額

４,６９０,６３９４,９１４,８１１９,６０５,４５０次期繰越活動増減差額
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貸 借 対 照 表
２０２５年３月３１日現在

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）

資 産 の 部

増 減前年度末当月残高

５７８,５１９３,８３４,１８９４,４１２,７０８流動資産

５７７,２９４３,８３４,１８９４,４１１,４８３現金預金

１,２２５０１,２２５立替金

△１,５０４,２８０２８,３４７,７６２２６,８４３,４８２固定資産

△４,５００１５,２７０,７４０１５,２６６,２４０基本財産

△４,５００１５,００５,０００１５,０００,５００投資有価証券

０２６５,７４０２６５,７４０電話加入権

△１,４９９,７８０１３,０７７,０２２１１,５７７,２４２その他の固定資産

４,５００,２２０１,０７７,０２２５,５７７,２４２器具及び備品

△６,０００,０００１２,０００,０００６,０００,０００備品等購入積立資産

△９２５,７６１３２,１８１,９５１３１,２５６,１９０資産の部合計

負 債 の 部

増 減前年度末当月残高

３８３,６００１,４００３８５,０００流動負債

３８５,００００３８５,０００事業未払金

△１,４００１,４０００預り金

０００固定負債

３８３,６００１,４００３８５,０００負債の部合計

純 資 産 の 部

０１５,２６５,７４０１５,２６５,７４０基本金

△６,０００,０００１２,０００,０００６,０００,０００備品等購入積立金

０００設備等購入積立金

４,６９０,６３９４,９１４,８１１９,６０５,４５０次期繰越活動増減差額

７９９,９９５△２,１０９,３５６△１,３０９,３６１（うち当期活動増減差額）

△１,３０９,３６１３２,１８０,５５１３０,８７１,１９０純資産の部合計

△９２５,７６１３２,１８１,９５１３１,２５６,１９０負債及び純資産の部合計
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財 産 目 録
２０２５年３月３１日現在

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）

貸借対照表価額減価償却累計額取得価額使用目的等取得年度場所・物量等貸借対照表科目
Ⅰ 資産の部
１ 流動資産
現金預金

８５,１０８事業活動に使用現金手許有高現金
２,０２５,１９３事業活動に使用北洋銀行旭川中央支店普通預金
１,１１６,７９４事業活動に使用旭川信用金庫
１７,３４５事業活動に使用ゆうちょ銀行
６０１,３４４事業活動に使用小樽貯金事務センター
５６５,６９９事業活動に使用旭川信金
４,３２６,３７５小計
４,４１１,４８３小計
１,２２５源泉所得税過払分立替金

４,４１２,７０８流動資産合計
２ 固定資産
（１）基本財産

１５,０００,５００基本金旭川信用金庫（公共債）投資有価証券
２６５,７４０電話加入権電話加入権

１５,２６６,２４０基本財産合計
（２）その他の固定資産

４,７４０,２３６２６,６１４４,７６６,８５０事業活動に使用相談室パテーション工事一式器具及び備品
３７９,６４３５,３５７３８５,０００事業活動に使用電話・インターネット移設工事

１１,５２２,４９９１,５２２,５００事業活動に使用デジタルボイスレコーダー
１１９８,４４９１９８,４５０事業活動に使用シュレッダーB-２３１CLT
１１２７,５９９１２７,６００事業活動に使用東芝ノートパソコンT５５２５８HB
１１６５,０２３１６５,０２４事業活動に使用デスクトップPCHP６００G４PDSFFi５８５００
１１３４,３５１１３４,３５２事業活動に使用ノートPCHP２５０G７
１２００,７９９２００,８００事業活動に使用デスクトップPCNECMATE-J
１１４６,２９９１４６,３００事業活動に使用ノートPCNECVERSAPRO-J

３０,５８０１２２,３２０１５２,９００事業活動に使用プロジェクター一式RICOHWX３３５１N
４２６,７７６５０６,５７４９３３,３５０事業活動に使用電話機一式
５,５７７,２４２小計
３,０００,０００備品等の購入積立旭川信用金庫（定期預金）備品等購入積立資産
３,０００,０００備品等の購入積立旭川信用金庫（定期預金）
６,０００,０００小計

設備等購入積立資産

１１,５７７,２４２その他の固定資産合計
２６,８４３,４８２固定資産合計
３１,２５６,１９０資産合計

Ⅱ 負債の部
１ 流動負債

３８５,０００事業未払金
３８５,０００流動負債合計

２ 固定負債
０固定負債合計

３８５,０００負債合計
３０,８７１,１９０差引純資産
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２０２５年度 事 業 計 画
２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日

事 業日月

Ａｉｄニュース発行１日毎月

フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」実施１０日

（９：００～２１：００ 厚生労働省補助事業）

運営委員会月１回

相談員動向確認（相談担当部会）月１回

第４６期相談員養成公開講座応募受付開始１４

第４５期相談員第三課程実習開始

北海道いのちの電話ブロック会議

第１回企画研修５

市民公開講座

第４６期相談員養成公開講座６

外部広報紙１４７号発行

相談員会定期総会

第１回全体研修

第１００回理事会

第４６期相談員養成公開講座７

相談員新継続研修スタート

第８１回評議員会

第４６期相談員養成講座宿泊研修９

第４５期相談員第三課程修了面接

相談員宿泊研修

チャリティーコンサート

第４５期相談員認定式１０

第１０１回理事会１１

第８２回評議員会

北海道いのちの電話ブロック会議

第２回企画研修

専門職・支援相談員宿泊研修

外部広報紙１４８号発行１２

第２回全体研修

専門職・支援相談員合同会議２

第３回企画研修

相談員更新面接（２～３月）

旭川いのちの電話ＰＲ 北海道新聞一面広告掲載３

第４６期相談員養成講座第二課程終講式

第４６期相談員養成講座第三課程応募者面接☆相談員更新面接
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収 支 予 算 書
（自）２０２５年４月１日 （至）２０２６年３月３１日

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）
増減（Ｂ－Ａ）２０２５年度予算（Ｂ）２０２４年度予算（Ａ）勘 定 科 目

△７９,０００５,２６９,０００５,３４８,０００寄付金

収
入
の
部

０１,０００,０００１,０００,０００補助金 ・道
０８００,０００８００,０００・市
０１４２,０００１４２,０００・町村会
０７２０,０００７２０,０００配分金

△２５０,０００３５０,０００６００,０００訓練事業
０１,０００,０００１,０００,０００広報事業
０９０,０００９０,０００受取利息配当金

１,８００,０００１,８００,００００家賃
２００,０００２００,００００光熱費

０３００,０００３００,０００雑収入
１,６７１,０００１１,６７１,０００１０,０００,０００収入合計

法 人 本 部
△１０,０００３５,０００４５,０００法人本部費（８）支

出
の
部

△２,０００５,０００７,０００通信運搬費
２,０００５,０００３,０００印刷製本費
５,０００１５,０００１０,０００旅費交通費

△１０,０００５,０００１５,０００会議費
△５,０００５,０００１０,０００雑費

旭川いのちの電話
１,６７４,０００５,７２７,０００４,０５３,０００センター管理費

支

出

の

部

２,２００,０００２,２００,００００運営費
１,８００,０００１,８００,００００運営費（家賃）
４００,０００４００,００００運営費（光熱費）

△４７８,０００２,３４０,０００２,８１８,０００人件費（３）
△１,８４０,００００１,８４０,０００職員給与

０００職員諸手当
１,６２２,０００２,２８０,０００６５８,０００非常勤給与

０００非常勤手当
△２６０,０００６０,０００３２０,０００法定福利費
△４８,０００１,１８７,０００１,２３５,０００事務費（３）

０１５０,０００１５０,０００通信運搬費
０１２０,０００１２０,０００印刷製本費
０３０,０００３０,０００旅費交通費
０１５,０００１５,０００会議費
０６０,０００６０,０００事務消耗品費
０４００,０００４００,０００賃借料
０１０,０００１０,０００消耗器具備品費
０３０,０００３０,０００保守・修繕費

△４８,０００１３２,０００１８０,０００福利厚生費
△１０,０００１５０,０００１６０,０００連盟負担金
１０,０００９０,０００８０,０００雑費
７,０００５,９０９,０００５,９０２,０００相談事業費
２６,０００３７２,０００３４６,０００相談事業費（４）

０２０,０００２０,０００通信運搬費
２５,０００４０,０００１５,０００印刷製本費
１０,０００３００,０００２９０,０００旅費交通費
△５,０００５,０００１０,０００消耗器具備品費
△５,０００５,０００１０,０００保守・修繕費
１,０００２,０００１,０００雑費
２５,０００４,１２０,０００４,０９５,０００訓練養成費（５）
４,０００２０,０００１６,０００通信運搬費

△１５,０００１５,０００３０,０００印刷製本費
１００,０００６００,０００５００,０００旅費交通費

０１,３２０,０００１,３２０,０００人件費
△１５,０００１０,０００２５,０００事務消耗品費

０４５,０００４５,０００保険料
１０,０００１９０,０００１８０,０００広報費

△１００,０００１,８００,０００１,９００,０００研修・研究費
４０,０００１２０,０００８０,０００雑費
１１,０００２１５,０００２０４,０００調査研究費（６）

△２５,０００５,０００３０,０００通信運搬費
△１５,０００５,０００２０,０００研修・研究費

０２００,０００２００,０００人件費
０５,０００５,０００雑費

△５５,０００１,２０２,０００１,２５７,０００広報費（７）
△５０,０００１５０,０００２００,０００通信運搬費

０２５０,０００２５０,０００印刷製本費
△５,０００６００,０００６０５,０００広報費

０２００,０００２００,０００人件費
０２,０００２,０００雑費

１,６８１,０００１１,６３６,０００９,９５５,０００合 計
１,６７１,０００１１,６７１,０００１０,０００,０００支出合計
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旭川いのちの電話を支えてくださった皆様に心から感謝申し上げます。

後援会維持会費、年末年始募金などの寄付をくださった方の名前を掲載させていた

だきます。

修正、記入漏れなどありましたら、ご一報下さい。

理 事 長 相澤 裕二

後援会長 荒井 保明

2024年度 ご支援頂いた皆様

【団体の部】 順不同・敬称を省略させていただきます。

士別市

名寄市

富良野市

神居東地区青少年育成部

旭川精神医学研究会

北海道精神科病院協会

（医）志恩会 相川記念病院

（医）池田内科医院

（医）仁友会 北彩都病院

（医）くまいクリニック

（医）圭泉会 旭川圭泉会病院

（医）六樹会 聖台病院

なかよし小児歯科

（医）はしづめクリニック

（医）はらだ病院

（医）順真会 メイプル病院

山下内科循環器科クリニック

六条医院（太田充子）

妙法寺（釋 英義）

専証寺

旭川聖マルコ教会

旭川聖マルコ教会婦人会

旭川バプテスト教会エステル女性会

カトリック旭川六条教会有志

カトリック士別教会

日本キリスト教会旭川教会

日本基督教団旭川豊岡教会

日本メノナイト富良野のぞみキリスト教会

立正佼成会旭川教会

㈱あいわプリント

旭川ケーブルテレビ㈱

旭川信用金庫

旭川薬剤師会

荒井建設株式会社

旭川岳風会

㈱カンディハウス

焼鳥専門ぎんねこ

新谷建設株式会社

生命保険協会旭川協会

㈱大正製材

税理士法人 中央総合会計

テニスパークジョイ

㈱橋本川島コーポレーション

廣田善康法律事務所

㈱富士建設コンサル

美浪左官工業株式会社
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㈱湯浅

㈱ロバ菓子司

㈲若栗燃料

Ａｉｄショップ

旭川東ロータリークラブ

社会医療法人元生会 森山病院

カトリック羽幌教会（ミカエル祭実行委員会）

ＳＤＡ旭川キリスト教会

日本キリスト教団 旭川６条教会婦人部

真宗大谷派 旭川別院

法恩寺

あ 相 澤 裕 二

相 田 俊 次

浅 川 和 幸

有 田 モト子

井 内 敏 樹

石 丸 雅 喜

石 持 千 秋

今 井 純 子

打 本 厚 史

大 西 邦 弘

片 山 孝 子

川 口 新

川 村 孝 志

久 保 あつ子

熊 林 勇

煙 山 一 恵

幸 坂 富 子

木 幡 二三代

小 林 千 洋

小 林 昌 枝

駒 井 悦 子

斉 藤 貴 子

笹井暉朗・知子

笹 川 洋 史

佐々木 由美子

佐 藤 聡

佐 藤 秀 幸

白 浜 治

菅 沼 和歌子

菅 原 美津子

菅 原 ムツ子

杉 山 昌 二

鈴 木 國 雄

関 万 里 子

相 馬 隆 喜

高 木 幸 子

髙 塚 紀 子

高 野 信 子

高 村 春 雄

滝 野 弘 子

田 中 春 陽

谷 島 美 紀

塚 本 光 子

遠 山 冨美子

飛 澤 一 榮

富 永 トシ子

富 永 紀 治

直 井 慶 子

中 居 朗

永 江 竜 心

中 里 幸 生

中 野 眞 人

中 山 喜美子

中 山 雅 文

成 瀬 裕 子

沼 田 巌

野 村 多美子

橋 本 和 義

波 能 隆

原 岡 陽 一

堀 江 健 二

前 田 義 雄

増 田 忍

松 島 佳 江

三 上 正 明

南 出 美樹子

三 輪 満喜子

森 野 太 介

八重樫 和 裕

八重樫 好

山 内 和 夫

山下芳正・友子

山 田 佐知子

山 田 孝 夫

山 中 いつ子

山 中 佐喜男

【個人の部】

か

さ

た

な

は

ま

や
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湯 浅 義 弘

吉 野 淳 一

吉 村 隆 裕

両 瀬 渉

匿 名 ２１件

ら
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202４年度 新聞広告協賛された皆様 （202５.２.２７掲載）

旭川市

旭川精神衛生協会

旭川市医師会

（福）北海道療育園

旭川精神医学研究会

（医）志恩会 相川記念病院

（医）圭泉会 旭川圭泉会病院

（医）真佑会 旭川消化器肛門クリニック

旭川神経内科クリニック

池田内科医院

（医）唐沢病院

（医）くまいクリニック

（医）六樹会 聖台病院

（医）直江クリニック

なかよし小児歯科

（医）はしづめクリニック

山下内科循環器科クリニック

六条医院

（医）丘のうえこどもクリニック

札幌臨床検査センター㈱道北支店

（福）旭川泉会

旭川薬剤師会

永樂寺

順正寺

正光寺

誓願寺

天寧寺

本勝寺

報恩寺

妙法寺

萬台寺

本誓寺

専証寺

誓光寺

回向院

学校法人 旭川カトリック学園

カトリック神居教会

日本基督教団 旭川豊岡教会

カトリック旭川五条教会

カトリック旭川六条教会

日本ナザレン教団 よろこびの教会

川口洋平税理士事務所

富川法律事務所

廣田善康法律事務所

八重樫法律事務所

（税）中央総合会計

旭川信用金庫

㈱あいわプリント

旭川ケーブルテレビ㈱

㈱北海道経済

旭川小型運輸㈱

旭川食糧㈱

（一社）北海道クミアイ自動車学園

男山㈱

㈲こだま工房

和風旅館 扇松園

おかだ紅雪庭

テニスパークジョイ

道北バス㈱

イーグルショップ旭川店

㈱中里めがね

studioBRIGHT

㈲独酌三四郎

焼鳥専門ぎんねこ

【団体の部】 順不同・敬称を省略させていただきます。
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㈱湯浅

㈱キョクイチ

㈱ロバ菓子司

セブンイレブン旭川末広５条店

㈲若栗燃料

荒井建設㈱

石持建設工業㈲

新谷建設㈱

㈱橋本川島コーポレーション

㈱協和コンサルタント

大川工業

美浪左官工業㈱

旭川モーニングロータリークラブ

㈱グレース グループホームあい

【個人の部】

砂漠のナセル

匿 名 ７件
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役 員

理事長

相澤 裕二

理 事

伊東 隆雄

打本 厚史

神戸 紀美

小銭 寿子

武井 明

長谷川博亮

三上 正明

監 事

中島 幹雄

波岸 裕光

評議員

岩﨑 清

後藤 英夫

齋藤 開

清水 真理

多田 傅生

内藤 泰和

秦 稔幸

堀江 智美

三木 秀子

評議員選任・解任委員

金 竜一

小山 英明

瀬川眞砂子

寺田由紀子

波岸 裕光



この報告書は赤い羽根共同募金配分金の支援を受けて作成しています。
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資金ボランティアとしてのご支援を
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発行人 相 澤 裕 二
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旭川市上常盤町１丁目1870-57

旭川水道局内
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